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序   文

今林遺跡は河内平野を流れる平野川が形成した自然堤防上に存在する。本書で報告する発

掘調査によってはじめて発見された遺跡であるが、その存在は予想されるものでもあった。

2009年 の発掘調査によって大きな成果を上げ、すでに成果が公表されている平野馬場遺跡

の例からもわかるとおり、一帯の分厚い沖積層の下には未発見の遺跡がまだまだ眠っている

ことと思われる。

本書では、中世以降に耕作地として利用される以前、今林遺跡に古墳時代初頭の集落が存

在していた可能性に言及した。その実態を解き明かすのは、地下深 くを探求する発掘調査の

積み重ね以外にない。本書がそのための一助となれば幸いである。

最後に、本遺跡の発掘調査から報告書刊行に至るまで多大なるご協力を賜った大阪市をは

じめとする関係各位に厚 く御礼を申し上げる。

2012年 3月

財団法人大阪市博物館協会

大 阪 文 化 財 研 究 所

所 長  長 山 雅 一
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一、本書は財団法人大阪市文化財協会 (現 大阪市博物館協会 大阪文化財研究所)が、大阪市東住吉区今林 一丁目2にお

いて2008年度に実施 した今林遺跡発掘調査 (IM08-1次 )の報告書である。

一、発掘調査および報告書作成に係る費用は大阪市中央卸売市場が負担した。

一、発掘調査は財団法人大阪市博物館協会 大阪文化財研究所次長兼調査課長 南 秀雄の指揮のもと、同事業企画課長代

理 清水和明が行った。本書の編集は南の指導のもと、清水が主として行い、同研究所学芸員 小田木富慈美がこれ

を補佐 した。執筆は遺物以外の記載を清水が、遺物についての記載を小田木が行った。調査の面積・期間などは第

I章に示 した。

一、本書の用字・用語や体裁などの調整は、難波宮調査事務所長 高橋 工・東淀川調査事務所長 佐藤 隆 。学芸員 小倉

徹也による校正委員が行った。

一、遺構写真は清水が撮影 した。

一、基準点測量および水準点測量はアジア航測株式会社による。

一、発掘調査で得られた遺物・図面・写真などの資料はすべて大阪文化財研究所が保管している。



凡   例

1.本書で用いた層序学・堆積学的用語の中で、遺跡に係る特殊な用語については[文化庁文化財部記念物課編2010]に

準じる。

2.出土遺物には1からの通し番号を付している。

3.水準値はTP,値 (東京湾平均海面値)を用い、本文中では「TP+Om」 と省略した。また、座標値は測地成果2000に

基づく。図中の方位は図 1・ 2が真北を基準に、それ以外は座標北を基準にしている。

4.本書で用いた地層の土色は[小山正忠・竹原秀雄1970]に拠った。

5_引用 。参考文献は巻末に示した。引用文献は本文中に[筆者または編集発行者 発行年]のかたちで表示するので巻

末で検索されたい。また、本文中で引用文献を表記する際、大阪文化財研究所→大文研、大阪市文化財協会→大文協、

大阪市教育委員会→大市教と省略した。
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第 I章 遺跡の立地と調査の経緯 。経過

1)遺跡の立地 と周辺地域の歴史

今林遺跡は大阪市の東南部、東住吉区今林 1丁 目に所

在し、上町台地の東側斜面から河内平野に降った地点に

当る(図 1)。

一帯は平野川が大阪平野を北西方向へ流れて形成した

自然堤防の左岸側が氾濫原に移行する付近に位置する

(図 2)。 現在でも国道25号線から北側には、その方位

に平行した町割が残っている。平野川は遺跡の西側付近

で上町台地の東側緩斜面を形成する段丘構成層にぶつか

り、北流する旧西除川 (現今川)が と合流してそのまま上

町台地の東側緩斜面を北流 している。今林遺跡はその合

流地点にほど近い場所に位置している。

今林遺跡は従来知られていなかった遺跡で、2008年度

に行われた大阪市教育委員会による試掘調査の結果、埋      図1 今林遺跡の位置

蔵文化財の包蔵地であることが確認され、本格的な発掘調査が行われたものである。

今林遺跡から半径 l kmの範囲に存在する遺跡には林寺遺跡・杭全遺跡・桑津遺跡、平野馬場遺跡が

知られる(図 3)。 林寺遺跡は本遺跡の北西500m付近にあって飛鳥・奈良時代の建物群、溝などが見

つかっている[大市教・大文協2002]。 また、南西500mに は杭全遺跡があり、弥生時代前期末の集落

が見つかっている[大市教 。大文協1996]。 そしてその西には著名な桑津遺跡が位置している。桑津遺

跡は弥生時代～古代の拠点的な集落が検出されている複合遺跡として古くから知られており、また調

査件数も多い。ナイフ形石器などの旧石器時代、有茎尖頭器・石鏃など縄文時代時代の遺物に加え、

弥生時代には中期後葉をピークとする集落が営まれ、後期に入って一時断絶するが終末期の大溝が確

認されていることから再び活性化するようである[大文協 1998、 大市教・大文協2006]。 桑津遺跡で

は古墳時代中期、後期後葉以降～奈良時代にも非常に多くの遺構・遺物が確認されており、特に飛鳥

時代後半に入って遺跡西南部に田辺廃寺が建立されるなど、古代有力氏族との関係も検討が必要とさ

れている。

さらに近年の成果として平野馬場遺跡での発見が特筆される。平野馬場遺跡は2009年における中近

世の調査を晴矢とし[大文協2009]、 その後、2010年に百済駅改修工事に伴う発掘調査で近世の島畠

溝や井戸を検出したほか、弥生時代終末～古墳時代初頭の掘立柱建物・竪穴建物などの建物群や土墳・

溝などの遺構を発見し、 3時期にわたる集落の盛衰を明らかにした。この発見は、河内平野西南部に
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図 2 大阪平野 とその周辺の地形分類図 (土地条件図 [建設省回土地理院1983]を もとに作成 )

おいて、当該期の空白地帯であった地域に新たな集落が確認された点で大きな意義を持つものであり、

同じく平野川左岸の自然堤防上に立地することから、今林遺跡の性格を考える上でも重要である。

2)発掘調査に至る経緯 と調査経過

今回の調査地点は大阪市中央卸売市場東部市場構内の西南隅にあり(図 4)、 前述のとおり周辺遺跡

の存在から、当該地においても埋蔵文化財の存在が予想され、本件の建設工事に先立って大阪市教育

委員会の試掘調査が行われた。その結果、現代の整地層以下に近世や中世に遡ると思われる地層が良

好に堆積していることが確認された。そこで、一帯における中世以前の実態を明らかにすることをお

もな目的として調査を実施した。

場内に残土を仮置きするため東西 2区に分けて反転調査を行うこととし(図 5)、 平成20年 12月 22

日に西区から開始した。南北 5m× 東西22mの範囲を後述する第3B層すなわち中世とみられる作土層

直上まで重機で掘削し、 1月 5日 以降は第3B層の上面および下面で精査を行い、検出された遺構を図

面・写真によって記録 した。さらに第 4層以下は湧水が激しくなるため西区の東西で部分的に掘削す

ることとし、TP+0.Omま での地層を断面で記録した。西区の埋戻 しは平成21年 1月 9日 ・10日 に完

了し、続けて南北 5m× 東西10mの東区を重機により第3B層 まで掘削し、同日完了した。西区と同様

に第3B層の上面と下面で精査を行い、遺構 。遺物の検出に努めた。その後、14日 からは下位の地層を

-2-
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図 3 周辺の遺跡

確認するため重機および人力で深掘りを行い、TP+0_4m付 近で泥炭質シルト層の第8層 を確認した。

その上位から湧水が非常に激しく、平面的な調査を行うことはできなかったが、地層の観察と地層内

から数点の土器片と植物遺体を採取した。1月 16日 に基準点測量を行った後に東区を埋め戻し、同日

に器材類の撤収を含め現地におけるすべての作業を完了した。

3)報告書作成の経過

調査終了後は、出土 した遺物および現地で

作成した図面・写真を大阪文化財研究所難波

宮調査事務所に搬入し、整理作業を行った。

遺物については洗浄・注記・接合作業の後、

必要な遺物の実測および写真撮影を行った。

報告書の編集は、調査時の平面・断面図お

よび遺物実測図をパーソナルコンピュータに

よってデジタルトレースし、調査時の写真お

よび遺物写真のスキャニングデータと合わせ

てページレイアウトソフトによって割付けし

たデータをもとに、印刷・製本作業を外部委

ヽ
■

ヽ
こ

ヽ
　
　
―
―

ヽ
―
―
―
―
ヽ

―

．―
―
■
■
′

-3-

墜 ≪ 片ギ1酵 _上 ||

¬l魃
蒲

_̈』凶
一~葡~~~]「

.!‐

‐‐・
iコ

ー
11_

ロト Ir―こ

コ
「

乞

Ｆ ´

Lll

_ノ
≧また

バ颯屏 』⊥_

爾調 μトーー

Ｌ
ξ
」一
ン

．

コ
「
コ
一
レ

ゴ量量ヒ量:
目 1,ュ帳 型 :_判

し
ｒ

ｌ

|‖卜些 ―
=ト
ー当1単興 ‖

lF~罹

鏃
孟
、|

＼ 轟 |ノ轟需 1草 ||[

=羮吾レ平脚∩匿:椰1匡 劃し―/ず≒年与需1雫1醗=司景¬1汁偶F

―●

.■
|

■ ■―
01===|卜==

一
一

一一一寡 」1)

図 4 調査地位置図
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図 5 調査区配置図
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第Ⅱ章 調査の結果

第 1節 層序

第 0層 :暗褐色(10YR3/3)砂 ・礫層で、現代のコンクリート片・鉄筋などを含む。東部市場の建

設当時に整地された地層で、層厚はおよそ100cmである。

第 1層は岩相からlA層 ・lB層の 2層に大別される近現代の作土層である。

第lA層 :オ リーブ黒色 (5Y2/2)礫混 リシルト質中粒砂層で、層厚 5 cm程度の作土である。

第lB層 :炭化物を含む暗褐色(10YR3/3)礫質中粒砂層で、層厚10cm程度の作土である。

第 2層は、2A層 ・2B層・2C層の 3層に大別される近世の作土層である。

第2A層 :オ リーブ褐色 (2.5Y4/4)細粒砂質シルト層で層厚 5 cmである。

第2B層 :オ リーブ褐色 (2.5Y3/3)中粒砂～細礫混リシルト質粘土層で層厚10cmである。

第2C層 :オ リーブ褐色 (2.5Y4/4)細礫混リシルト質粘土層で層厚15cmである

第 3層は3A層 ・3B層・3C層の 3層に大別される中近世の作土層である。出土遺物がなく正確な時

期は不明である。3A層 までは重機により掘削している。3A層・3B層は酸化マンガン斑文が顕著であり、

水田に利用されたものであろう。3C層の上面で小穴などの遺構を検出した。

第3A層 :にぶい黄褐色 (10YR4/3)シ ル ト層で、酸化マンガン斑文が顕著である。層厚 15cmである。

第3B層 :オ リーブ褐色 (2.5Y4/4)極細粒砂質シル ト層で、酸化マンガン斑文が顕著である。層厚

10cmで ある。

第3C層 :オ リーブ褐色 (2.5Y4/3)極細粒砂混り粘土質シルト層で、上位の水田作土の床土とみら

れる。層厚10～ 15cmである。

第 4層～第 7層 は河川堆積層ないし湿地性堆積層である。層理面に明瞭な離水痕跡がみられず、概

ね連続的に堆積したものとみてよいであろう。

第 4層は4A層 ・4B層の 2層に大別される。

第4A層 :暗灰黄色 (2.5Y5/2)極 細粒砂質シルトからなる水漬きの地層で、河川堆積層の最上位に

堆積したものである。層厚は10cmで ある。

第4B層 :灰色(10Y6/1)中粒～極粗粒砂層で、 トラフ型斜交ラミナが顕著な河川堆積層である。流

れの向きは調査区の南西から北東へ進んでいる。上方へ細粒化している。層厚は30cmで ある。西区で

本層内から摩耗の著しい土師器細片が 1点出土している。

第 5層 :灰色 (7.5Y4/1)極細粒砂質シル ト層である。断面観察によって、本層上面および層中の複

数の葉理面から踏込みが多数確認される。層厚は40cmである。

第 6層 :暗灰色(7.5Y3/1)シ ルト層である。ラミナは確認でき、水漬きの湿地性の堆積物である。

-5-
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0:暗褐色 (10YR3/3)砂・礫層 (第 0層 )
lA:オリーブ黒色(5Y2/2)礫 混リシルト質中粒砂 (第 lA層 )

lB:炭化物を含む暗褐色(10YR3/3)礫 質中粒砂 (第 lB層 )

2A:オリーブ褐色(25Y4/4)細粒砂質ンルト(第2A層 )
2B:オリーブ褐色(25Y3/3)中 粒砂～細礫混リシルト質粘土 (第 2B層 )

2C:オリーブ褐色(25Y4/4)細礫混リシルト質粘土 (第2C層 )

3A:にぶい黄褐色(10YR4/3)シ ルト(第3A層 )
3B:オリーブ褐色(25Y4/4)極細粒砂質シルト(第3B層 )

3C:オリーブ褐色(25Y4/3)極細粒砂混り粘土質ンルト(第 3C層 )

4A:暗灰責色(25Y5/2)極 細粒砂質ンルト(第4A層 )
4B:灰色 (10Y6/1)中粒～極粗粒砂 (第4B層 )
5:灰色(75Y4/1)極細粒砂質シルト(第5層 )
6:暗灰色 (75Y3/1)シルト層 (第6層 )
7:上部 :灰色(10Y4/1)シ ルト(第 7層 )

下部 :灰色(10Y4/1)シ ルト層～細粒～極粗粒砂 (第7層 )

8:オリーブ黒色(75Y3/1)粗粒砂混り泥炭質シルト～極粗粒砂 (第8層 )

9:黄灰色 (25Y4/1)極粗粒～中粒砂 (第9層 )

30m     ｀

‐20m

4B

ｎ
一　
Λ
υ

仙
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1_― ―
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7 1f′

5

図 7 調査地東壁地層断面図
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図 6 調査地南壁地層断面図
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図 8 調査地西壁地層断面図



第Ⅱ章 調査の結果

暗色化 しているが、土壌形成は進んでいない。層厚は10cmで ある。

第 7層 :灰色(10Y4/1)上 部はシル ト層を主体とし、炭化物ラミナが連続して確認できる。下部は

細粒～極粗粒砂層の水成層である。層厚は80～90cmである。

第 8層 :オ リーブ黒色 (7.5Y3/1)粗粒砂混り泥炭質シル ト層～極粗粒砂層で、東区でのみ確認でき

た。東壁付近では泥炭質が強い。西部は粗粒砂偽礫や第 9層由来の灰白色中粒砂偽礫が含まれる。古

式土師器細片が出土し、古墳時代前半の遺物包含層と考えられる。層厚は東端で15cm、 西に向かって

薄くなり10cm以下となる。

第 9層 :黄灰色(2.5Y4/1)極粗粒～中粒砂層の水成層で、調査区の基底で確認したが、湧水が激し

く詳細は確認できなかった。
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第 2節 遺構 と遺物

1)西区

i)古代の地層

第 4～ 7層はほとんど出土遺物がないため、本調査地で時期を決定することはできないが、第

8層で古墳時代前期の遺物が出土しているため、おおよそ古墳時代後半～古代ないし中世ころの

地層と考えることができる。

第4B層の砂層からは南西から北東方向の古流向を認めるが、平野川の方向とは一致していな

い。第 I章に述べたとおり、本調査地点は旧西除川の河道にも近く、その活動の大きさによつて

当地まで堆積物が運ばれてきたことを示している可能性が考えられよう。

また、河川堆積層ないし湿地堆積層のため、人間活動のほとんど及ばない場所であったと考え

られる。地層断面の観察からは第5層上面から層内の複数の葉理面で踏込みが見られるが、幅 5

′8, ″ 0 2,, Y―

`22:0

1

第 3C層上面遺構

,よ , 却

Xl,,'“

詢

Ｎ
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■
■
■
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深掘り地点設定状況

0 10m

1 1 250

TP+22mTP+23m

ｎ

一

ｌｒ

一

２

一

十

一

SP302

奄更王三/≡2=  ~

図 9 遺構平面図
SK303

1:褐灰色 (10YR4/1)シ ル ト質粘土
21にぶい黄褐色 (10YR5/3)シ ル ト質粘土
3:灰色 (5Y5/1)細粒～中粒砂

図10 遺構断面図

SP301

TP22m_＼
こ[■〒r=]｀`ヽヽ`、、こ:こ■ |

――±2」-ln        __二
:::::::i軍

11

~ |

２
一

一
一

一二

３
1:褐灰色 (10YR4/1)ン ル ト質粘土
2:にぶい黄褐色 (10YR5/3)シ ル ト質粘土

0           50cm 褐灰色 (10YR4/1)シ ル ト質粘土
オリーブ灰色 (5Y5/2)シ ル ト質粘土

灰色 (75Y5/1)シ ル ト～極細粒砂
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第Ⅱ章 調査の結果

cm程度の狭いものが多く、人間によって着けられたものであるかは疑間である。第 6層にも踏込

みによる変形が認められるが、人間活動を示す積極的な証拠はない。第 7層はおおむね水平に堆

積しており、明瞭な踏込み等を確認することはできなかった。

五)中近世の遺構と遺物

第 3層は作土層である。耕作に関係することが明確な遺構は検出できなかったが、第3C層の

上面で小穴SP301・ 302、 土墳 SK303を 確認した。いずれも埋土はオリーブ褐色 (2.5Y4/4)極

細粒砂質シルトであり、第3B層内遺構とみられる。出土遺物がなく時期は不詳であるが、第 3

層およびこれらの遺構もが中世に遡る可能性がある。

SP301は調査区の西部にあり、一部が現代の攪乱によって壊されている。直径0.2m、 深さ0.1

mでごく浅いものである。遺物は出土していない。SP302は調査区の中央やや東寄りにあり、直

径0.2m、 深さ0.lmである。遺物は出土していない。

SK303は SP302の西側にあり、東西が長径で0.8m、 深さは0.lmである。調査区南壁沿いの側

溝で南半の形状は不明であるが、短径0.3m程度とみられる。

第 2層は作土であるが、耕作に伴う遺構は確認できなかった。遺物では、第 2層の機械掘削中

に瓦質土器などの近世遺物を少量得た。

2)東区

i)古墳時代の地層と遺物

第 8層は泥炭質シルト層で、東区の西側で

は粗粒砂偽礫および第 9層に由来する灰白色

中粒砂偽礫が含まれ、洪水などで攪拌された

堆積物である可能性も考えられたが、確認しえた範囲が狭小の

ため、断定はできない。本層に伴う遺構は確認できなかったが、

古墳時代前期の土師器片 1・ 2が出土した。 1は壺の口縁から

頸部にかけての細片で、口縁部は上方にややつまみ上げている。

頸部にはヨコナデによって消されかけたタテハケの痕跡が残っ

ている。 2は一般的な布留式甕の胴部片とみられ、表面にハケ

メ、内面にケズリが認められる。表面にはおこげも付着してい

写真1 第8層出土壷1     る。

これらの土器片の器面は摩耗しておらず、遠隔地から長時間かけて運ばれてきたものとは考え

難いため、近隣に当該期の集落が存在することを示している。

ii)古代の地層と遺物

第 4～ 7層から出土した遺物はなく、観察結果も西区と同一である。

面)中近世の遺構と遺物

東区の地層も西区と同一であるが、第 3層に関連する遺構は検出されなかった。

０
２0 10cm

1:4

図11 第 8層出土遺物実測図
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第 3節 平野馬場遺跡 との地層の対比

今林遺跡では遺物の出土量が少なく、特に中世～古代に当る地層の年代比定が未解明である。

そのため、本遺跡の南東 l krnに 位置する平野馬場遺跡の層序との対応を試み、今後の調査への

備えとする。

平野馬場遺跡の現在の標高はおおよそTP+4.1～4.4mで、東側がわずかに低い。今林遺跡の標

高はおよそTP+4.Omで大きな差は無い。

今林遺跡 平野馬場遺跡

30m

湿地性

堆積層

(cal AD724-885)

(PtD-17957) 20m

河川の

氾濫

堆積層

湿地性

堆積層

10m

oom

弥生終末

第 0層 :現代の盛土・攪乱層
第 1層 :近代の作土層

第 2層 :含粗粒砂、灰オリーブ
色ンル ト質細粒砂 (近世

の作土層 )

第 3層 :含 中粒砂、灰オリープ

色細粒砂質シル ト (江戸

時代以降 )

第 4層 i中粒砂～細粒砂質シル

ト(湿地性堆積層 )

西区上部 :1天 オリーブ

色中粒砂、卜部 :細粒砂～

シルト

東区 L部 :オ リーブ灰色

細粒砂

中部 :暗灰責色中粒～

粗粒砂層

下部 :暗 灰黄色細粒砂

質ンル ト

第 5層 :灰色綱粒～粗粒砂 (氾

濫堆積層 )

第 6層 :植物遺体からなる湿地

性堆積層

第 7層 :灰色粗粒砂ヽ中礫 (氾
濫堆積層 )

第 8層 :オ リーブ黒色極細粒砂
質シル ト(湿地性堆積層 )

第 9層 :オ リーブ黒色ンル ト(湿

地性堆積層 )

第10層 :オ リーブ黒色ンル ト(湿

地性堆積層 )

第11層 :オ リーブ黒色ンル ト(湿

地性堆積層 )

第12層 :黒色ンル ト(湿地性堆積

層)

第13層 :オ リーブ黒色中粒砂質

ンルトヽ シル ト質粗粒砂

(整地層 )

第14層 :オ リープ黒色シル ト質

‖1粒砂 (整地層ない し盛

土層 )

第15A層 :黒褐色細粒
`′

少質ンル

ト(作上層 )

第15B層 :黒色ンル ト(占土壌 )

第16層 :灰 色中粒砂～細粒砂質

ンル ト(湿地性堆積層 )

第17層 :灰 色粗粒砂 (温地性ナ1有

積層 )

第18層 :灰色ンル ト(湿地性堆積

層)

第19層 :オ リーブ黒色シル ト(湿

地性堆積層 )

第20層 :灰 白色ンル ト(湿地性堆

積層)

第21層 :灰色シル ト(湿地性堆積

層)

第22層 :灰 自色シル ト(湿地性堆

積層)

TP+
40m

第 0層 :暗褐色砂 ・礫層
第 lA層 :オ リーブ黒色礫混 り
シル ト質中粒砂層

第 lB層 :含炭化物、 H音褐色礫
質中粒砂層

第 2A層 :オ リーブ褐色細粒砂
質シル ト層 (近 世作土

層 )

第 2B層 :オ リープ褐色中粒砂
～細礫混 リンル ト質粘

土層 (近世作土層 )

第 2C層 :オ リーブ褐色細礫混
リシルト質粘土層 (近世

作十層 )

第 3A層 :に ぶい黄褐色シル ト
層で酸化マ ンガ ン斑文

が顕著 (中世作土層 ?)

第 3B層 :オ リープ褐色極細粒
砂質シル ト層 (中世作土

層 ?)

第 3C層 :オ リーブ褐色極細粒
砂混 り粘上質 ンル ト層

(中 1性作t層 ?)
第 4層 :暗灰黄色市,Ⅲ細粒砂質ン
ル ト層 (河川の氾濫堆積

層 )

第 5層 :上部 .灰 色中粒砂～極

粗粒砂層

下部 :灰 色極細粒砂質

ンル ト層 (河川の氾濫堆

積層 )

第 6層 :暗灰色ンル ト層 (暗色

帯 )

第 7層 :上部 :灰 色シル ト層
下部 :灰色細粒～極粗

粒砂層 (湿地性堆積層 )

第 8層 :オ リーブ黒色粗粒砂混
り泥炭質ンル ト～極粗

粒砂層

第 9層 :黄灰色極粗粒～中粒砂
層 (河川の氾濫堆積層 )

匡菫圏 暗色帯
・暗色化

弥生終末
～熊 初頭

(cal BC45-AD53)

(PLD-17958)

(cal BC2271-2043)

(PLD-17959)

-10m

標高はおもに東区

図12 地層の対比
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第Ⅱ章 調査の結果

平野馬場遺跡では現代から縄文時代まで22層準が確認された。このうち、河内湖から離水 して

陸地化が進行し始めたのが第19層で、弥生時代中期を示す14C年代測定値 (c」.BC45-AD53(2σ )

PLD-17958)が得られている。その上位にあって、古式土師器を含む地層は第15層～第12層で

あるため、今林遺跡と地層の対応関係が図れるのは第 0～ 15層 までのいずれかの地層ということ

になる。

中世の地層は、平野馬場遺跡では出土遺物から第 4層 となる。湿地性の堆積層であり、その上

位にある作土層は中世の遺物も含んでいるものの近世に降ると推定されている。今林遺跡では確

実に近世である第 2層の下位にある作土層 (第 3層 )が中世に遡る可能性を持っている。しかし、

平野馬場遺跡の中世の状況は不確かであるが、耕作地が拡がっていなかったとすると、今林遺跡

の第 3層はやはり近世に降る可能性も否定できない。

古代の地層は、平野馬場遺跡でも顕著な遺構が確認できず、次に時代の明らかな第12層が古墳

時代初頭であり、その間の地層はおよそ上部の河川の氾濫堆積層 (第 5～ 7層 )お よび下部の湿地

性堆積層 (第 8～ 11層 )を認めるのみである。上部の堆積層に一時期湿地性の堆積層 (第 6層 )が形

成され、そこから出土した材の14C年代測定値 (c」.AD724-885(2σ )PLD-17957)に より古代

の地層と比定されている。今林遺跡の場合も、中近世の作土層の下位は上部に砂を主体とする河

川の氾濫堆積層 (第 4・ 5層 )があり、下部は湿地性堆積層 (第 6・ 7層 )で、平野馬場遺跡の堆積

状況と共通する点が多い。よって、今林遺跡の場合も、おおよそ第 4・ 5層付近に古代が相当す

ると想定しておく。

平野馬場遺跡では第12層から古式土師器が出土して古墳時代初頭の年代が比定されており、そ

こから第15層 まで、弥生時代終末期の遺構面が重なっている。今林遺跡の場合は、わずかな出土

遺物であるが、第 8層からの出土遺物から本層を古墳時代初頭に当てはめてよかろう。泥炭質な

地層からも、周辺地域に安定した陸地を形成した時期があったことが窺える。ただし、第 8層の

一部に第 9層の偽礫をはじめ洪水などの激しい流れで堆積した状況が認められたことから、近隣

にあった当該期の地層が再堆積した可能性も否定できない。

以上のように、今林遺跡の層序は平野馬場遺跡との共通点から対応関係を想定することが可能

であるが、詳細な対応やそれらの検証については、今後の調査によって行う必要がある。
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第Ⅲ章 まとめ

今回の調査で、古墳時代～中近世の各時代における今林遺跡の様相の一端を把握することができた。

古墳時代では、前期に遡る古式土師器と当該期の陸地化を示すとみられる泥炭質の地層を確認した。

この地層の延長には土壌形成の進んだ安定した陸地が拡がっているとみられ、南東 l kmに位置する平

野馬場遺跡と同様に、平野川流域の自然堤防上に立地する新たな集落の可能性を示すものとして重要

であろう。

古墳時代の後半から古代ないし中世にかかる時期には、平野川および旧西除川の影響で、当該地は

湿地ないし河川の氾濫が及ぶ地域となっており、若干の動物の踏込み痕を認め、また一時的に土壌形

成が進む時期があるものの、その他の動植物による痕跡は低調である。

中近世にはいって、ようやく人間活動が活発となり、一帯は作土層が拡がる耕作地に活用された。

以上のような古環境の変遷と遺跡の消長はやはり平野馬場遺跡と共通点が多いといえよう。
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